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予算全般
問�財政収支推計の目的と意義、行政経営推進プランの
改定にあわせて、どのような財政収支推計を行うの
か。
答�財政収支推計は、長期総合計画や行政計画を着実に
推進するにあたって必要となる財政収支の見込み
を、基金や起債の活用見込みも含めて試算し、明ら
かにするものである。行政計画の改定等を踏まえて
行う財政収支推計には、財政需要などを的確に反映
させ、健全で持続可能な財政運営に努める。
問�東京都に対して、都市計画税が充てられている事業
を明らかにするとともに、交付対象事業の拡大を強
く働きかけるべきではないか。
答�都市計画税の充当状況は提示されているが、具体的
な事業は明らかにされていないため、引き続き、情
報提供を粘り強く求めていく。都市計画交付金制度
の拡充については、様々な機会を通じて強く働きか
けていく。
問�扶助費などの支出が増加する中、事務事業の見直し
など、思い切った取組みが必要である。歳出の削減
について、どのように認識しているのか。
答�事務事業の見直しや予算編成方法の工夫など、他の
自治体の取組みも参考にしながら、既定の計画事業
の見直しなども視野に入れて、歳出の抑制に取り組
んでいく。

歳　　入
問�財源確保検討部会などの運営方法を見直して、若手
職員で構成する部会を設置し、歳入確保のための検
討を行うべきではないか。また、区の財政状況を全
職員に周知すべきではないか。
答�検討体制については、若手職員の活用も行ってい
く。様々な機会を通じて周知を図り、職員のさらな
る意識改革を進める。

歳　　出
問�旧東京北部小包集中局において、発電施設の建設を
検討すべきではないか。
答�来年度以降に行政需要等もあわせて検討していく予
定である。発電施設の整備については、基本構想の
策定にあたり、活用案の一つとして検討していく。
問�防災行政無線は聞き取りにくい状況が解決していな
い。区民が安心して暮らせるよう、改善を図るべき
ではないか。
答�大幅な改善は難しいので、広報車による巡回呼びか
け等で、正確な災害情報を伝達できるよう努めてい
る。今後も防災行政無線機器の情報を収集するとと
もに、様々な情報伝達方法を検討していく。
問�係長職昇任選考や管理職選考の受験率に象徴され
る、若い職員のモチベーションの低下の要因をどの
ように考えるか。
答�受験率低下には、昇任後の責任の重さ等の要因が複
合的に関わっている。優秀な人材が、職務への意欲
を維持・向上させながら適切に昇任できるよう、見
直しを進める。
問�地域支援や情報が行き届かない一人暮らしや認知症
の高齢者への対策はどうか。
答�見守りや生活調査を通じて実態を把握し、地域包括

支援センターによる訪問や相談を行い、情報提供や
サービスの利用につなげている。また、平成24年度
から認知症地域支援推進員を配置し、専門的な相談
支援を推進する等、適切なサービスを提供していく。
問�重点地区結核検診の現状と、今後の取組みについ
て、どのように充実していくのか。
答�これまでも住所不定者等を対象に検診を実施してい
る。今後も、関係機関等と連携して広く周知し、検
診場所や時間帯の工夫など受診しやすい環境を整
え、受診者数を増やす。また、感染拡大防止策を徹
底するなど、結核患者の減少を図る。
問�スカイツリー開業を目前にした今だからこそ浮き彫
りとなる、総括的な所見はどうか。
答�多くの来街者を迎えるにあたり、区民生活への影響
にも配慮し、交通渋滞などの交通環境への対策な
ど、関係機関と連携を密に対応し、にぎわいの創出
と地域の活性化を図る。
問�地域の金融機関と協力し、新たな台東区らしい融資
制度を検討してはどうか。
答�現時点で新たな制度をつくる考えはないが、経済環
境の変化に応じ、効果的な融資制度を実施していく。
問�生活に密着した比較的小規模な公園には、画一的な
基準に基づく公園が多い。子どもや高齢者が行きた
くなるような、常に区民でにぎわう魅力ある公園づ
くりを進めてはどうか。
答�緑の基本計画や公園施設の長寿命化対策等も考慮
し、実際の利用者の意見を反映させ、魅力ある公園
づくりを目指す。
問�木造住宅密集地域の不燃化対策について、経済的負
担感の大きい高齢者世帯等に対し、耐火建築物への
建替え助成が必要ではないか。
答�密集住宅市街地整備促進事業による建替えの促進を
図っている。今後は新たな防火規制の導入に向け、
助成制度の要件緩和等、建替えの支援となる方策を
検討していく。
問�平成24年度は待機児童が大幅に増える可能性が高い
が、どのように対処するのか。
答�台東区保育所等整備計画に基づき、家庭福祉員によ
る共同保育など、様々な手法で待機児童の解消を
図っていく。区南部への認可保育所の早期整備を検
討していく。
問�体育では武道が必修化されるが、柔道では死亡事故
や頚椎、脳に障害が残る事故が多い。事故防止に向
けて、どのように取り組んでいくのか。
答�学習段階や個人差を踏まえ、段階的な指導を行う。
健康観察や、授業における約束事の徹底、万が一に
備えたガイドラインの作成など、事故の未然防止と
適切な対応に万全を尽くす。
問�中学生には折りたたみヘルメットなどの貸与を、園
児及び小学生には頭部保護用インナーキャップの利
用を勧めるべきではないか。
答�学校と協議を進めながら、整備に向けて前向きに検
討を進める。
問�第５期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の主
な取組みはどのようなものか。平成24年度の介護保
険料改定にあたっての考え方や内容についてはどう
か。
答�医療と介護の連携推進など、９項目の重点施策を設
定した。また、地域包括支援センターの相談・見守
り機能を強化する。介護給付費準備基金等を活用し
て上昇幅を抑えるなど、保険料改定の影響を少なく
するための取組みを行った。

予算特別委員会での主な質疑
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■ （閉会中）
１．18 子育て支援特別委員会［行政視察］
23 議会運営委員会

25 例月常任委員会（企画総務、区民
文教、保健福祉、産業建設）

30 議会運営委員会
２．２ 環境・安全安心特別委員会

■ （第１回定例会）

２．６
議会運営委員会
本会議（区長所信表明）※１
予算特別委員会

11 議会運営委員会
本会議（代表質問）※１

13 本会議（一般質問）※１
14 子育て支援特別委員会
15 環境・安全安心特別委員会
16 文化・観光特別委員会
17 用地活用・地区整備特別委員会
20 産業建設委員会
21 保健福祉委員会
22 区民文教委員会
23 企画総務委員会

29 予算特別委員会（説明会・基本質
問）※１

３．１～６ 予算特別委員会
13 予算特別委員会（総括質問）※１

21
議会運営委員会
予算特別委員会
本会議

■ （次回定例会予定）

６．４ 議会運営委員会
本会議（区長所信表明）※２

11 議会運営委員会
本会議（一般質問）※２

12 子育て支援特別委員会
13 環境・安全安心特別委員会
14 文化・観光特別委員会
15 用地活用・地区整備特別委員会
18 産業建設委員会
19 保健福祉委員会
20 区民文教委員会
21 企画総務委員会

26 議会運営委員会
本会議

※�１は、現在インターネットにより録画中継しています。
※�２は、ＣＡＴＶ及びインターネットにより録画中継し
ます。詳しくは、「区議会からのお知らせ」の欄をご
覧ください。

議 会 の 動 き
議　会　日　程

区議会からのお知らせ
インターネット録画中継用ホームページが
リニューアルしました

　台東区議会では、区議会における一般質問等の
インターネット録画中継を実施しています。
　４月１日に区議会録画中継用のホームページをリ
ニューアルいたしました。それに伴い、アドレスが
下記のとおり変更になりましたので、お気に入り等
に登録されている方は、変更をお願いします。

区議会インターネット録画中継用ホームページの
トップページアドレス（変更後）
　http://www.kensakusystem.jp/taito-vod/

ＣＡＴＶ議会放送について

　第２回定例会（６月４日～６月26日開会予定）
における区長所信表明・各会派の一般質問を
J：COM台東【11ch】で録画放送いたします。
　放送予定は次のとおりです。ぜひご覧ください。

○区長所信表明・一般質問
　６月23日（土）午後１時～５時
　【再放送は６月24日（日）の同時間】

民生費 37.3％

総務費 13.6％

諸支出金 12.9％

教育費 13.0％

国庫支出金 21.9％

特別区税 18.7％

特別区交付金　28.8％

都支出金 6.8％

繰入金 6.5％
諸収入 4.9％

使用料及び
手数料
3.4％

一般会計［歳入］
938億円

一般会計［歳出］
938億円

衛生費 8.0％

土木費 7.0％

産業経済費 5.6％
その他 2.8％

予備費
0.2％
議会費
0.7％
文化
観光費
1.7％

■主な事業

生活保護　自立促進　障害者相談支援システム

台東保育園等大規模改修
旧田中小学校活用　第68回国民体育大会
学力向上のための調査研究

精神障害者地域生活支援センター運営
環境測定

電線類地中化モデル実施
緑と水辺を活かす隅田公園づくり（桜橋整備・園地整備）
密集住宅市街地整備促進
御徒町駅周辺地区整備

皮革製造技術者等養成支援（革靴製造業）

浅草文化観光センター運営
東京スカイツリー開業　台東区記念
GTS（藝大・台東・墨田）観光アートプロジェクト

区議会だよりの発行

緊急輸送道路沿道建築物の耐震化助成
安全で安心して住める建築物等への助成
（仮称）谷中防災・コミュニティ施設の整備
地域防災力の強化／地域防災計画の修正

特別区債
1.5％

地方消費税
交付金
3.6％

繰越金
1.1％

会計別予算の規模
会　計　名 24年度予算額 23年度予算額 比　　較 増減率（％）

一 般 会 計 938億円 878億円 60億円 6.8
国民健康保険事業会計 226億2,900万円 216億4,700万円 9億8,200万円 4.5
後期高齢者医療会計 40億3,800万円 38億2,100万円 2億1,700万円 5.7
介 護 保 険 会 計 130億8,200万円 121億1,800万円 9億6,400万円 8.0
老 人 保 健 施 設 会 計 5,987万7千円 5,042万8千円 944万9千円 18.7
病 院 施 設 会 計 3億2,652万6千円 3億5,254万7千円 △ 2,602万1千円 △ 7.4
用 地 会 計 40億3千円 40億3千円 − 0.0

合 計 1,379億3,540万6千円 1,297億8,897万8千円 81億4,642万8千円 6.3

一般会計予算の内訳

平成２４年度予算の概要

　２月１日付けで「無所属クラブ」を解消し、
「台東区議会みんなの党」が会派名を変更して、
「台東区議会みんなの党・無所属クラブ」を結成
しました。
　幹事長　　阿部光利　　副幹事長　　田中伸宏
　政調会長　冨永龍司　　副政調会長　鈴木一郎
　会　計　　堀越秀生

会派の変更のお知らせ


